
（様式２） 

平成 29 年度 自己評価及び学校関係者評価書 

平成 30 年３月 23 日 

市立札幌みなみの杜高等支援学校 

 

１ 本年度の重点目標 

自分らしく生き生きと社会の中で活躍する生徒を育てる基盤づくり。 

 

２ 本年度の経営方針 

〇「おもてなしの心」と「感謝の気持ち」を大切にする学校 

〇生徒が生き生きと活動し、いつも生徒が主役の学校 

〇地域を活用し、地域を大切にし、地域に根ざす学校 

〇ふりかえりと気づきを大切にし、さぐり、いどむ、変化を恐れない学校 

 上記、目指す学校の姿の具現化、システム化へ取り組む。 

 

３ 自己評価結果に対する学校関係者評価 

分
野 

 

評 価 項 目 

自 己 評 価 学校関係者評価 

達成 

状況 
改 善 の 方 策 

自己評価

の適切さ 

改善策の

適切さ 

重
点
目
標
・
経
営
方
針 

日々の教育実践は、開校時の理念を踏ま

えて行われているか。 
B 

 開校初年度の業務量の多

さと職員数の不均衡や、情報 

共有の時間不足などから、該

当項目の評価が若干低くな 

っている。効率的な会議運営

や人員配置、業務内容の適正 

化を図り、改善していく。 

 

 

A 

A 

生徒の学校生活全般において、職員の目

が行き届いているか。 
B A 

社会的ルールやマナーなど、実社会の生

活に対応した指導が実施されているか。 
B A 

体罰（暴言など不適切な指導も）のない

節度ある行動、態度がとられ、指導がで

きているか。 

A A 

ＰＴ部会活動に、積極的に参加している

か。（準備等も含め） 
A A 

学校だより、ホームページ等は、保護者

や地域の情報源として効果的に機能して

いるか。 

A A 

学校関係者評価

者による意見 

 開校初年度の人員配置が少なく業務多忙な中、重点目標達成に向け、教職員一丸となって取

り組んでいると思われる。その取り組みが、地域の方々へ伝わりきっていないところもあるた

め、情報発信についての検討は必要である。 

生
徒
指
導 

個別の指導計画や教育支援計画は、保護

者や関係機関と連携を図りながら進めら

れているか。 

B 
 個々で課題や特性の違い

がある生徒達を指導する難

しさが評価結果としても反 

映されている。個別の対応

と、全体指導で総合性がと 

れるよう、校内支援部を中

心に、支援方法などを調整

していく。 

B 

A 

挨拶や時間を守るなど、規律ある生徒指

導を行っているか。 
C B 

生徒の悩みや不安など時間をかけて相談

にのるなど、きめ細かな生徒指導を行っ

ているか。 

B A 

男女交際や性指導などの生徒指導は、思

春期及び生徒の実態に対応しているか。 
B A 

学校でいじめや人間関係のトラブルがあ

った時、適切に対応しているか。 
A A 

家庭との連絡をスムーズに進められてい

るか。 
B A 

学校関係者評価

者による意見 

 今後も個別の対応が必要な生徒への指導方法について、職員の共通理解を図って指導にあた

っていってほしい。生徒指導については、指導者一人一人の教育観や人生観も関係してくる分

野であるので、日頃からの情報交換や意見交流を行なっていってほしい。 



学
習
指
導 

授業が一人一人の生徒にわかりやすいよ

うに工夫されているか。 
B 

 社会で役立つ学習という

観点で改善を図り、学習効

果が生徒自身にわかるよう

な評価をしていけるよう、

学校全体で計画的に進めて

いく。 

A 

A 

学習内容は、効果的なものとなるよう系

統的、横断的に計画、実践されている

か。 

B A 

健康教育は、肥満、疾病、食など生徒の

実態に応じて指導されているか。 
B A 

通知表は生徒の成長過程が、見やすいも

のになっているか。 
B A 

学校関係者評価

者による意見 

 公開研究会の資料より、７つのコース実習の取り組みが有機的につながり、生徒をどのよう

に育てたいかについて明確に伝わってきた。その教育理念の元にきめ細かい学習指導がなされ

ていると感じる。 

 より効果的な学習内容へと改善の努力を重ねていただきたい。 

学
校
運
営 

管理職は、学校課題の解決等に向けてリ

ーダーシップを発揮しているか。 
B 

 校務分掌の効率的な運営

の模索、特別支援教育のセ 

ンター的機能充実のための

方策策定を進め、課題を解 

決していく。 

 全体的にまずやってみる 

ところからスタートしてい

るので、今後、改善策を全 

職員や保護者の方々と協議

しながら、よりよい学校運 

営ができるように努めてい

く。 

A 

A 

分掌組織は、教育目標達成のために有効

に機能しているか。 
C B 

情報管理は適切にされているか。 
B A 

特別支援教育のセンター的機能は、推進

されているか。 
C B 

医療機関や相談機関、労働機関等との連

携に努めているか。 
B A 

積極的に専門性や指導技術の向上を図る

ために研修を行っているか。 
B A 

一人一人が服務規律を保持しているか。 
A A 

学校予算は、効果的に執行されている

か。 
A A 

教務、事務間の連携は、十分に図られて

いるか。 
B A 

事務手続き等の保護者への説明が適切に

行われているか。 
B A 

学校関係者評価

者による意見 

 C 評価の２つの項目については、今後改善に向け取り組むべきと考える。 

 開校初年度の職員集団として、一丸となって学校運営に携わってきたと思われる。次年度以

降、新たに配属となる職員との間に温度差が生じないよう、積極的な意思疎通への取り組みを

行なっていくことが望まれる。 

 試行錯誤を重ねながら、より良い学校運営を進めていただきたい。 

 Ａ：十分、Ｂ：おおむね十分、Ｃ：やや不十分、Ｄ：不十分 

  

 ※自己評価及び学校関係者評価書全体に関わるご意見 

  ・評価項目の中に、経営方針の全体が網羅されるような項目立てが必要である。 

  ・PT 部会との連携が大切と考えるため、評価項目に PTの連携に関係する項目があるとよい。 

  ・自己評価の達成状況を判断するデータが不十分であるため、構成等の工夫が必要である。 


